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交流センターに茂る「クスノキの大樹」と「ひょうたん池」は、西貝地区の自然と憩いのシンボルです。 
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楠の芽 
西貝交流センター発行 

西貝塚 1377-5 ℡32-4853 

7月 11日、交流センターで防災フェアが開催されました。 

中村一秀防災部長のあいさつで始まった防災フェアには、 

各種の催しに親子連れでの参加も多く見えました。 

起震車「そなえる君」には 100名以上が地震体験。日本 

各地の大地震の再現では、震度７の想像以上の揺れを体験し 

備えの重要性も実感しました。会場には非常用の防災グッズ 

・簡易トイレ・浄水器の実演など防災を学ぶ場になり、消防車も展示され親子で乗車できました。 

 

 

 

 

7月 26日、夏休みこども教室が開催され 40人を超える子どもたちが参加しました。 

ひょうたん池では自然観察や竹細工づくりを楽しみ、交流センターでは「紙鉄砲とぶんぶん駒づ

くり」「茶道抹茶体験」「絵手紙づくり」が開かれ、各教室の講師から教えていただきました。 

 

（村田つぐみ部長）

サークル紹介 「 ヨガ・樫の木 」 

日々の疲れをヨガでリフレッシュしませんか！ 

活動日は毎週木曜日（月 4回）13時半～14時半 

参加費は 1回 7００円（都度払いです。） 

無料体験いつでもできます。一緒に活動しましょう。 

◇ お問い合わせは交流センターまでお願いします。 
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※西貝交流センターのメールアドレスは次のとおり  ＜nishikai-koryu@tiara.ocn.ne.jp＞ 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

９月６日（日）は、総合防災訓練の日です。 

各自治会単位での訓練内容を確認して下さい。 

 午前９時 磐田市同報無線及びサイレン  

 〇 自主防災会の防災本部開設 

・ 防災訓練の開始、専門班の活動 

〇 家族の安全と安否確認（黄色タオル掲示） 

・ 避難場所への移動（避難経路の確認） 

・ 非常食の確保、家具の転倒防止対策等 

・非常食の確保 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ください。 

  

秋を味わう 栗蒸し羊羹をつくろう！ 

日 時：10月 10日（土） ９時半～11時半 

栗を剥くところから始める栗蒸し羊羹づくりです。 

できあがった羊羹は、ラッピングしてお持ち帰り。 

つくりたてのおいしさを楽しめますよ！ 

対 象 ： 大人   定員 ： ８人  

費 用 ：１７００円（受講料 100円・材料費 1600円） 

持ち物 ：エプロン・マスク・三角巾・布巾 

申込み受付 ９月１３日（日） ９：00 ～ 

 

 

で楽しもう！ 

日 時：９月１６日（水） 10時～11時半 

認知症のことを知り話し合い支えあえる場所に。 

「認知症すごろく」で楽しく過ごしましょう。お気軽

においでください。ご相談もできますよ。 

対 象 ： 認知症に関心のある方。大歓迎！ 

費 用 ： 無料    

主 催 ： 中部、城山向陽地域包括支援センター 

事前の申し込みは不要・当日参加 OK！ 

 

事務室の窓から グラウンドに掲示板の設置 
交流センターグラウンドに「グラウンド利用について」の掲示板 

を設置しました。学校に通う子どもたちの楽しみでもある夏休みに 

合せて芝生養生後グラウンドが解放され、「いつでも・誰でも・気持 

ちよく使えるよう」利用者の皆さんには注意事項を守っていただき、 

より良い環境で使えるグラウンドにしたいと思います。 

 事務所では 7月 7日のニイニイゼミの第一声に始まり、15日に 

はアブラゼミの声も聞かれるようになりました。連日の熱中症アラ 

ートを警鐘するようにクマゼミの激しい鳴き声が続きます。皆さんもお体ご自愛ください。 

 認知症のシンボルカラーのオレンジと、世界 

を明るく照らすことができるランプ。 

 この二つの組合せで、認知症になっても暮ら

しやすい社会づくりの象徴と願いが込められた

映画のタイトルとなっています。 

・ 日 時 １０月４日（日）１３時半～１５時半 

・ 会 場 西貝交流センター・体育館 

・ 主 催 地域づくり協議会 福祉部 

  

 

「地域環境保全功労者賞（環境大臣表彰）」受賞！

ひょうたん池自然を考えよう会（竹原保三会長） 

が環境大臣から表彰され、7月 17日に草地市長へ

の受賞報告の様子が新聞紙上でも掲載されました。  

30年を超える活動の中、今までも数多く表彰さ

れて来ましたが、環境大臣からの地域環境保全功労

者賞は初の受賞です。今後も会の発展を願ってやみ

ません。 （写真は受賞を喜ぶ役員のみなさん） 

 

 


